


































































ハアラシ 他ノ園々ハ大小庚狭サマ/¥ニ異ナレドモ 多クハ相並ヒテ境ヲ接ス。ソレ故ニ隣国ドシ 争闘起リ易ク、ヤ』モス パ弱之肉ハ強之食ニテ、一時ニ智力マサリタルモノ兼併呑嘩 慾ヲ恋ニ 。華夏ノ盛大ナルヲ以 ダニ此患ハ免レズ。又海中ニ離レタル園ノコノ患ナキハ、多クハ貧シク米穀布白巾等一ニ他国ノ給ヲ仰キ、カ弱 救援ナク、近漫互市ノ大園時アリテ怒ル
1
アレパ、忽チソノ魚肉トナル。我日本ハ四面ニ













行ハセラレシモ、年久 喪乱 テ人民ノ昏蒙、再ヒ上古ニ復スレ 、然、ザルヲ得玉ハヌナリ。智巌ヲ通シ冨有ヲ潤色シ玉フノ神慮、一時ノ権宜ニ出テ、前聖ト其撲一 ト申スベシ。太平精久シキニ随 、群蛮ヲ次第ニ謝絶アラセラレ、草根木皮ノ疾病三安ナルモノナド、吾土 稀ニ事欠タル品ノセキタル舶・扉弱ノ華夏・謹直ノ紅毛一二 ミ長ク免許リテ交易絶ヘザルモ、亦事ノ宜 キヲ得サセラルテ 我園ノ大益トイフベシ。薬物ノ内、必用ノモノニテ国産絶テナキカ 又ハア テモ用ニ夕、ふヌ分ハ彼ニ求メザル
1
ヲ得、ザレドモ、コレトテモソノ来ラヌ昔ヲ思へ
ハ、無クハ無キニテ事スムベシ。然レドモ 同シクハ ガヨキナレパ彼ニ取ルノミ。コレ又給ヲ他国 仰クト云ニハ非ズカ 。コ 上ハタゾカクノ如キマ』ニ卓然孤立シ、豊雄院ヲモテ自カ 奉養 、大険義勇 モテ自カラ護衛シ、天意ニ随フヲ万世ノ長策トイフベキナリ レパ即チヤム。 ふ我赤子 師タラシム ノミ。O
西洋諸国ノ中ニハ、巧思奇絶ニテ技塞ニ委シキ園モアレドモ、南蛮北
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臣一」ノ醜態ニガ介¥シキ事ドモナリ ソノタメニ府庫渇乏シ、賦欽ヲ厚シ、人民ヲ苦シムルートナル。ソレニダニカノ食禁無一献ノ心 テ益贈物ヲムサボリ、ソ 数ヲ増シメントス。コレヲイナメパ、忽チ兵ヲ動シ冠ヲナス。防キテハ敗績シ、和議又起リ、贈物マス/¥多ク、人民マスノ¥苦ミ、怨怒骨ニ入ル。末ハ遼金代リ興リ、元ニ一統シ、数千年来尭舜文武稽文ノ圏、始テ夷秋ノ園トナ 。明ニ至リテ恢復シ、華夏シパラク蘇生ノ思ヒ ナセドモ、ソノ害ハ同シサマ テ、奄然ロニ餐ム
1
数十年

































































ズ。漢武コノトコロニ心ヅキナク 威力ニマカセテ西南北ノ夷ヲ征シ、夷酋ソノ子ヲ入朝セシメ、侍子ト称シテ都ニトジメ置 、文ハ夷酋種人ノ新タニ来朝セル時ハ、漢 殿富慶大ヲ誇リ、此等ノ輩ヲ引ツレ方々迎幸アリテサマハ¥ 繁華美麗 見セ メ 芳味珍差 食ハ 、締羅錦繍ノ衣服ナド数々ノ賜モノセラレタリ。此 夷人 殿富庚大 恐レ入リ、漢ヲ貴ヒ心服セント 心ナレドモ、サハユカデ 夷人、醜都目・楊醒ノ口・陪朴ノ耳ニ イ ダ見ザル美麗盛大ノアリサマヲ見 イマダ食ハザル芳味ヲ喫シ、イマダ聞ザル妙繋ヲキ』 ソ 食斐ノ心マスノ¥長ジ、同シ人ト生レナガラ箇様ノ園ニ住ムハウラヤマシキ事ト 邪梯フノミ。
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モ降ルトテモ、ソノ守備ハキピシクシ、冠ヲナシ慾ヲヲトゲシモ得ベカラズ、臣ア ナリ睦シクナランモ得ヘカ ズアラシメ 我土ヲ治メ恵ミテ彼モオノヅカラ静誼ニ治リユ ヨウ サセラレ 故一一、大乱大害ヲナ
ス レ ハ
スベキ根 ナク術モナシ。漢武ヨリシテ、下ハ夷秋 心大ニ啓ケ 供
ヲヲヲキヲ
















































ナルベ 。コノ比ヨリシテ、服飾容貌王制ニ従ハズ、捷惇校猪 シテ、東方ニ群輩撤嘩スルモノヲ、線テ蝦夷トハ名ズケシナリ。必ズシモ一君長ニ統ル ハアラズ。信濃越後ヨリ東北ミナ蝦夷ノ窟宅ニテ 毛人ノ居ル園ノ内ナレパ、上ツ毛ノ圏、下ツ毛ノ園ナド名目モ立タリ。後世ソノ






































便撫引納之一移攻二信濃越圏等蝦夷 停ニ其巨帥 帰」トアリ。後世地名変易シ、ソノ慮サダカナラ子ドモ、陸奥園トイヘルハ今ノ奥州南偏・白川・安達・岩城諸郡ノアタリナルベシ。上古ハ舎津那須ナド各一園ナレパ、今ノ如ク数十郡ノ統名 テハアルマジ。尊奥州南偏ヨリ 東海ニ船ヲ詑へ北ニス』ミ、蝦夷 地ニ至リ玉フ
1
ト見へタリ。東陳スベテ蝦夷ナル
ニツキテ、蝦夷ノ地ニイタルトアルハ、是蝦夷ノ本線最モ強梁ナルモニテ、イハユル日高見ヲサスナ ベシ。今イフ所ノ ノ地ニ渡 玉フ
ノミナト



















































( 十 八 )





































違ハヌナリ。或人 説ニ、「松前」ハ 命シタル文字ナリ。志摩守慶贋ノ先、コノ地ヲキリ取ラレシ比、鞍鞠ノ樽音「マツアイ」ニテ、種人ノ「マツアイ」ト呼フヲ聞キ、盲聾ノ俗吏カリニ「松前」ノ字ヲ充タルヨリ起ルトナリ。此等 詮ニヨリ観 パ、松前ノ地ハ 外国ヲ犯シタル拓斥彊壌ト云フモノニ相違ナク、吾邦城ニ非ザレパ、匿別分慮 天意ニハ叶ハズト云フベシ。豊関白張大 好マ シ心トイヒ、ソノ時ノ勢トイヒ、慶庚ニ董領安堵ノ教 リシハ、実ニ怪ム 足ヌ
1
ナルベシ。御代













































ガタシ。余ガ恐ル』所 コ』ニアリ。 ハ世ニ云フ赤夷ノ寸ナリ。種人アルトキ熟夷ノ地ニ来 シヲ、松前ノ吏民、ソノ服飾ノ ヨリカクハ名ズケシトナン。














コ ノ 議 、
万一圏益ヲ帯テ起リタルモノナラパ、大ナル誤リモアラン 。外地ノ不毛ヲ闘ク其初ノ費用ハサラニモイハズ 元来不毛ト名、ヅケ来リ 土地ナレパ、痔薄寒凍ノ至極ニテ、十分ヒ ケタル後トテモ、穀物ノ出来 サ
タカ
マデ良美ナルベシトモ思ハレズ。タトヒ相熔ノ額アリテ良美ナリトモ今マデ蒲蔵肉食ノミニテ五穀ヲ求メザル種人、 シナヘテ穀食セパ ソノ作毛大抵ハ種人ノ口腹 壷ヌベク、我ニ欽ムルトコロ尤薄カラザルヲ得ザルベシ。種人ノ採ルトコロ 山海ノ利多ケレパ 穀物ハソノ食ニ壷ルトモ、山海ノ利ヲ我ニ飲メサハル寸ナシトイハゾ 文誤リナリ。コレマデノ如ク 種人外事ナク、唯山海 猫漁セパ、山海 利 多カルベケレドモ、種人多ク農園ニツカパ 山海ノ利ハ塵ニソノ旧業ヲ改メザルモノ』手ヨリ出ルノミ。追々減少ノ
1
ナルベシ。種人全ク農ニ帰スルモ、
全ク獄漁スル 半ハ農、半ハ猶漁ナルモ ソ ヲ算スルトコロハ同ジサマナルベシ。ソノ上、種人数十百年穀食ニ馴 』中ニハ、霜雪水液ノ大崇マジリ、毎々凶鱗アルヲ免カレズ ソノ時ハ内地ノ穀ヲ運 救ザルヲ得ザルベシ。数十百年棄除シテ 園 損失 カルベケレトモ、大ナル益ハアルマジト思ハル』ナリ。コレハ誰ニテモ心ヅクトコロ必シモ智者ヲ待テ知ル
1
ニ非ザレパ、ヤハカ園益ヲ帯ヒテ起リタル議ニ
テハアルマジキナリ。或人メ云へ ニハ コ 議 起ル所ハ、年来松前
有司ノ熟夷ノトリアツカヒ道ヲ得ズ、ソノ愚験ヲ侮トリ、詐偽ヲモテ利ヲ食ルヨリ、種人漸クニ心離ル。カ』ル慮ニ、生夷ノ方ヨ 赤秋ノ威恵
キザシ
スデニ潤染スルノ勢アレパ、後ニハ熟夷悉ク我ヲ叛ムキ彼ニ従フ兆見ユルユヘ、此ヲ一一洗シ、大ニ我ニ服セシメン術ニ出ルトナリ。此一言モシ真ナラパ、コノ奉殆ンド乃公ノ事ヲ敗ルモノ存セル数。上ニ云フ知ク、松前ノ封、闇家ノタメニ便宜ナラザル形勢アレドモ、赤秋ノタヤスク規融ヲ生スルーアタハヌハ、熟夷 地数十百里不毛荒楊ニテ、都邑ナク食物ナク足ダマリナキユヘナリ。我 シテ コレヲ開キ、都邑繁ク穀物多クナランニハ、赤秋顕ヲ解キテ相賀シツ』、イヨ/¥マス/¥威力 加へ、珍貨ヲモテソ 利心ヲ誘キ 徐々ニ懐ケ来リ、終ニハ松前ノ城門ヲ叩キ、内地ヲモ膳望スマジキニ非ズカシ。カ』 時ニハ、一旦我ヨリ闘ラキタル地ヲ、ソノマ』ニ棄ヘ レパ アハレ大争 根本トナルベキナリ。家居シゲク火災多キ都邑ニ 大切 ル宮殿ア パ ソノ四遁火除ケトテ空地ヲ設 。 勢近及スルトモ 空地 テ焼ケ止マルナ 。日本ノ火除ケ、四面ニ波濡沸淘ノ千絵里アリ。東北ノ一偶ニ 不毛荒磯ノ数百里アリ。今コノ土地ヲ開カル』ハ、火除地 藁屋 ツゾク ガ如クナルベシ。万一赤秋 災アラン時、ソノ火勢ノ止マルトコロイヅ














然ルヲ官既ニ許アリテ成ニ垂タル寸ヲ、ソノマ』ニ棄ルノ理アランヤ。然ラパソノ来ラヌニワケアルベシ。愚ヲ以テ考へミル一一、赤秋ノ情、互市ノ利ヲ欲スルハ固ヨリニテ、熟夷 地ニ務 置シメ、 往留滞シ、漸クニ我ト親シクナリ、万々ノ一、我ニ乗ズベキ機アラパコレニ乗シ、カノ妖説ヲヒロメ、愚弄誘招シテ内地ヲモ園ラントノ
1
ナルベシ。熟夷メ
地、彼ニ連ナリテ我ニ近夕、コノ術ヲ行ハン 最上ノ場所ナ 。長崎ハ甚不便利ニテ、コノ事決 テ行フベカラズ。コレユヘニ交易ノ寸 官許既ニアリナガラ来ラヌニヤトモ思ハルナリ。タトヒ近年ノ内ニ長崎へムケ来ル
1
アリトモ、尚ソノ情ハ測ルベカラザルモノアルナリ。コノ後又












































習ハシメ、カレコレ月日ヲ送ル内、ソノ書算 稽古モ成就シテ帰リタリ。ソノ時ニ萄近漫 山川ノモヨウ軍スベキ形勢ヲヨク諾ンジ覚ヘタリ。後五十年パカリアリテ、文宗 時ニ至リ、多年ノ積謀一奉シテ成都ノ漫ニ乱入シ、 アタリ八百里ノ内ハ、人モ牛馬モ根 タツパカリ 大狼籍ヲフルマヒタリシニ、其近地ニカ子テ官吏ノ苛横ニ苦シミ居ル百姓ドモ又ハソノ防禦ニ敗レ産ヲ失ヒ立寄ド ロナキヤカラ、 此ニカヲ合セ乱ヲナス。官ヨリ手首アリシカドモ、禁制ナリガタキ
1
トナル。搬出夷ドモコ










逼留ノモノ、書算 知リ、山川ノ要害ヲ覚へ、風俗ヲ諾ン 、ソノ繁昌ノアリサマ羨マシクナリシヨリ、ソ 地ヲ欲スル心出来レリ。四五十年ズ。萄ノ地ハイヨ/¥危クナリシトナリ。
一奉ニ入冠セシ










































《 二 十 五 】
モ、皆供フルニ他ノ材 以テスベシ。スベテ銅ヲ必ズトセズ。故ニ金銀
{ 二 十 六
ν












































A二 十 九 》






ドモ、上ニ陳スルトコロ 知 、数百千年ノ後、万々億々ノて天変兆雰アラントキ、ソノ説大ニ起ルベシ。嘗今禁令ノ決治ナ ニダニ大八洲クサ六¥シゲキ民ノ内ニ 誤リテソノ教ヲ崇一奉シ刀鋸ヲ煩 モノモアリトキコユレパ、ソノ時ニ至 テ彼 盛惑ヲ受ルモノ雲従風騨セン
1
、











松前ノ一瞬、我園ノ版 ニ入ルトナリ。又或人ノ説ニ、嘉吉年中、若狭守源信慶トキコヘシガ、海ニ航シ、粛慎ノ南界 ツキ ヤウヤク 北地ヲ定ム。ソノ子孫慶庚ナリ モ云ヘリ。イズレニツキテモ 松前氏ノ粛慎ニ移居アリシハ、王命大教ニヨ テ
1
ニ非ズ。私ノハカラヒナリ。
























人情ヲ壷シタリ。今マデ良有司アリテ、土地ヲ相シ彼ヲ闘カン、此ヲ墾セン、ト謀ラレシモ亦多シ。然ルニ多クハソノ功 成 得ヌナリ。ソノ謀、イツニテモ上ニ費用ナク 地ノ開ケン
1
ヲ欲シ、鍬下三年ナド
ノ利ヲ以テ民ヲ勧ムルノミ 賎民厭新安富ノ心ニテハ 別-一莫大 利モ無ク、新ニ即クモ旧ニ沿フモ、サシテカハラヌ算ナレパ マズ新ヲ棄ントテ、或ハ始ヨリウケガハズ、ソノ事成ルマジキ由ヲ種々ニ陳説シ、或ハ少シク手ヲ下シ 思ヒノ外難シトテ半塗ニコレヲ止メ、実 カヲ喝シモセデ其事 成ルマジキ説ヲ唱フ。良有司打キ』テ、ゲニハ開カレヌ地ヨトヲモヒ止マラ 。
又一種ノ人アリテ、
小智ノ身ニ大智ノナス所













ノ如ク、始ニ上ヨ 大ニカヲ用ヒサセラレ、大ニ貨財ヲ摘サセラレ、賎民ノ俗議ニ拘ハラズ御開地アラン ハ 何 地カヒラケザルベキヤ。水懸リ至テアシクハ、能々地勢ノ順逆高下ヲ推シ測リ、或ハ遥カノ渓澗ヨリ渠ヲ通ジ、川ヲホルモヨシ。或ハ多クホリヌキ 井ヲ列シ、ソノ流レヲ引クモヨシ。回ニナラズハ畠ニナ 、畠ニナラズハ林ヲタテ、禾奏ア
全 日 一 士 ニ
V
ハズハ+富市麻ヲウへ、実麻アハズハ格褒ヲウへ 菜種薬品ヨリ藍草紅花ニ至ルマデ、凡民生ニ実用 ル限リ 此 試ミ彼ニ試ミシ玉 ン内ニハ必ソノ地ニ宜シキモノ定マルナリ。地宜定マリタル上ハ、ソノ品ニ熔ジ民ヲ分チ、ソノ殖養ヲ教へ年々 利 収ムベシ。初ノ大費 年月 内ニ償フトコロアラン
1
、熟夷開地ノ算ニハ勝ルベシ。線テ官ヨリ非常ノ大
興護アル時ハ、賎有司 償ヒ 急ニ求ルヨリ、事モ成熟セズ長久ノ大益モ出来ヌナリ。初ノ大費 姑クヲキ、人 ヲ利スルノ義 以テ、君 面前ノ大利トシ、題勉トシテ止ム
1
ナカルベシ。数十年ノ後、民生ノ利愈





(三十二 )出典未詳。( 三 十 一 ニ ) 本 字
O
アル人ノ駁シテ云フ。熟夷ハ地アリ民アリテ、耕種ヲ知ラヌパカリナ





成シ得ンニハ、ソレソレニ説アリテソノ言甚長 今ノ急務ハ、熟夷ヲ棄置クノ一事ノミ。コレヲ論ゼンタメ 篇ナレ 、努言枝語ノ及 フトロハ先ズ大暑ニ聞タマへ。
(台湾・明道大学助理教授)
